
Mt.Merapi 噴火（速報） 
(Vor.01 : 2010年 10月 25～2010年 11月 9日) 

 
１．はじめに 

 

2010 年 10 月 26 日に５年ぶりの噴火活動が始まった Mt.Merapi の現状と課題について速報す

る。先の 2006 年 6月の噴火時よりも、その規模、被害が大きく、現時点においても活動の停滞

は認められない。Merapi 型といわれる特徴的な火砕流も、爆発的噴火とともに、頻繁に発生し

ており、火山噴出物の堆積も膨大な量に達していると推測されている。 

また、この噴火によって火砕流による死者が 135 名、負傷者 411 人、27 万人以上にのぼる避

難民が発生している。Mt.Merapi の南に位置する古都 Yogyakarta でも火山灰の降灰が観測され、

交通機関への支障、農作物への被害や健康被害なども報道されている。さらに、大量な火山噴

出物と局地的な豪雨によって、Lahar Dingin といわれる泥流型の土石流も多発している状況に

ある。 

 

報告する情報はインドネシア国の関係機関の公式発表の他、Yec の独自調査、メディアによる

報道を中心に速報するが、未だ火山活動が進行中であり、危険地区内での確認作業が実施され

ていないため、暫定の報告とする。逐次新情報をふまえて更新を行っていく。 

 
２．噴火の活動経緯と土石流の状況 
 

2.1 噴火活動 

2010 年 10 月 25 日 06:00 より、活発に観測された火山性地震動の状況から、火山危険度ステ

ータスが最高レベルの「ＡＷＡＳ」に引き上げられた。 

翌日 26 日 17:02 に最初の火砕流が発生し、その後、爆発的噴火を伴う火砕流が断続的に続い

ている。 

以下に火山噴火の主な活動経緯をとりまとめた。 

 

表－2.1 Mt.Merapi 噴火活動の主な経緯 

年月日 活動の概要 

2010年10月 25日 火山性地震が多発し、火山危険度の最高レベルである「AWAS」に引き上げら

れる。 

10 月 26 日 最初の火砕流が発生し、K.Gendol 方向へ流下した。避難区域が 10km に

設定された直後であり、避難出来なかった 26 名が火砕流により死亡。 

10 月 28 日 
～ 11 月 2 日 

２回目の火砕流が発生し、K.Gendol 方向に流下した。その後、断続的に

溶岩の流出、噴火を伴う火砕流が発生し、山頂より約 4km まで火砕流が

到達した。Jogya 市内でも火山灰が観測される。 

11 月 3 日 
～11 月 4 日 

比較的大きな爆発的噴火及び溶岩流出を伴う火砕流が発生。K.Gendol を

中心に山頂より約 9km まで火砕流が到達。３日の火砕流により避難区域

も 10km から 15km に拡大。以降、同様な噴火が継続した。 

11 月 5 日 
最大規模の爆発的噴火及び溶岩流出を伴う火砕流が発生。K.Gendol におい

て山頂より約 17km 付近まで火砕流が到達。この火砕流により避難区域が

15km から 20km に拡大。 

11 月 6 日 
～11 月 9 日 

爆発的噴火及び溶岩流出を伴う火砕流が断続的に発生した。 
火砕流の流下方向も K.Woro,K.Gendol,K.Kuning,K.Krasak,K.Boyong と広範

囲にわたり、到達距離も約 3km～5km となっている。また、豪雨による土石流

も発生した。 

※上記情報は BPPTK（Balai Penyelidikan dan Pengembangan Teknologi Kegunungapian）公式発表

を要約。子細な活動履歴は付表－１及び付図－２を参照。 

-1-



 
写真－2.1 K.Gendol 方向へ流下する火砕流（2010 年 10月 29日：KOMPAS.com より） 

  
写真－2.2 K.Gendol 方向へ流下する溶岩       写真－2.3 火口付近状況 

（2010年 10月 30日：KOMPAS.com より）   （2010年 10月 31日：detik.comより）     
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写真―2.4 最大規模の火砕流（2010年 11月 3日：detik.comより） 

 

 
写真―2.5 溶岩流出を伴う爆発的噴火（2010年 11月 4日：detik.com より） 

 

 
写真－2.6 上空 3.5kmまで達した噴煙（2010年 11月 5日：KOMPAS.com より） 
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2.2 土石流の状況と砂防施設 

(1)土石流発生状況 
2010 年 11 月 9 日現在、ＢＰＢＮ（Badan Penanggulangan Bencana Nasional：国家防災庁）

の発表によると、10 月 26 日以来の火山噴出物の堆積は 140,000,000m3とされている。 

局地的な豪雨により、これらが土石流（Lahar Dingin）となって流下が始まっている。 

Mt.Merapi の源頭部を流域に持つ主要河川の土石流発生状況は表－2.2 に示す通りである。

（付図－２の土石流到達状況参照） 

 

表－2.2 主要河川の土石流発生状況 

河川名 土石流の確認状況 備考 

Pabelan 土石流の到達は約 15km（国道付近）  

Apu 発生が報告されているが、未確認。  

Trising 発生が報告されているが、未確認。  

Senowo 11 月 7 日に砂防堰堤 SE-C1 下流まで到達。（K.Pabelan に合流）  

Lamat 発生が報告されているが、未確認。  

Blongkeng 発生は確認されていない。  

Putih 土石流の到達は約 15km（国道付近）以上である。 写真－2.7 

Bebeng 土石流の到達は約 20km 以上 写真－2.8 

Boyong 
土石流の到達は下流の市街地（Yogyakarta 市内 K.Code）でも確

認。 

写真－2.9 

写真－2.10 

Krasak 土石流の到達は約 20km 以上  

Kuning 土石流の到達は約 20km 以上 写真－10 

Gendol 土石流の到達は約 15km（火砕流到達地点） 写真－11 

Woro 発生が報告されているが、未確認。  

※Yec 独自調査による。 

 

(2)砂防施設の状況 
現在、危険区域内（山頂より 20km 圏内）での施設調査が不可能であるため、子細な情報は入

手できない状況にある。一部既存堰堤の倒壊が報じられたが、サンドマイニングによる人為的

な河床掘削が土石流の流下をきっかけに倒壊したと考えられる。その他、施設の倒壊・損傷は

不明である。 

 

 

  
写真－2.7 K.Ptih PU-C2        写真－2.8 K.Bebeng BE-C7 
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写真－2.9 K.Boyong BO-C10        写真－2.10 K.Code Jogya 市内 

 

 

 
写真－2.11 K.Kuning KU-C5 

 

 

 
写真－2.12 K.Gendol GE-C 

（2010 年 11月 5日に発生した火砕流の末端地点） 
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３．被害状況 
 

3.1 人的被害 

今現在、噴火が継続中であり、今後の被害拡大が予想される。2010 年 11 月 7 日現在で判明し

ている人的被害の累計は以下の通りである。 

 
死 者：１３５人 

負傷者：４４１人（病院収容人数） 

 

表－3.1 噴火による死傷者内訳 

地 区 死亡者（人） 負傷者（人） 

Seleman 123 152 

Magelang   7 129 

Boyolali   3  66 

Klaten   2  64 

合計 135 411 

2010 年 11 月 7日 ＢＮＢＰ（Badan Penanggulangan Bencana Nasional:国家防災庁）発表より 

 
死者の内、最初の噴火が発生した10月 26 日は主に火砕流に巻き込まれたことが直接の原因と

なっており、火山灰で呼吸障害を起こし、死亡した乳児を含め２６名に上っている。 

同日は火山危険度ステータスが最高レベルに引き上げられ、避難開始直後であったことなどか

ら、避難が遅れ、災害に巻き込まれたものである。 

一方、11 月 5 日に発生した最大規模の火砕流が発生した際にも、直接火砕流に巻き込まれ、

死者を出している。当初予想していた 10km 圏内避難を越える火砕流（17km 到達）が発生した

ことに加え、避難したものの、家畜の世話等のため、一時帰宅をしていた時に火砕流に巻き込

まれたものとされている。 

 
3.2 河道内堆積による人的被害 

土石流の発生が確認されている K.Boyong は、K.Code と河川名を変え、Yogyakarta 市内を流下

している。土石流（Lahar Dingin）は Yogyakarta 市内にまで達し、河道内に土砂を堆積させた。

これによって、河床が上昇し、2010 年 11 月 5 日未明に床上浸水の被害が生じた。 

被害規模は現在調査中であるが、想定では 2m 程度の河床上昇があったと推定している。 

 

    
写真－3.1 K.Code Jl.Solo 橋梁から下流地区の状況    写真－3.2 現在は土嚢による越水対策を実施 
（2010年 11月 5日 detik.com HP より転載）     （2010年 11 月 9日 Yec 撮影） 
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図－3.1 被害状況（2010年 11月 9日時点） 

写真はいずれもKOMPAS.comより転載 

(2010.11.5 UGM 調査) 

-
7
-



４．避難所 
本プロジェクトでは、Ngadipuro 、Jeruk Agung 、Kepuharjo の３カ所で避難所を整備した。

10 月 25 日の避難開始にあわせ、活用が開始された。設備も十分整っており、活用に問題は無

かった。しかし、2010 年 11 月 5 日 K.Gendol での火砕流が山頂より約 15km 付近まで流下した

ことを受け、避難区域が拡大したため、避難民は 20km 圏外へ移動し、現在使用されていない。 

 
図－4.1 避難所位置（2010年 10月 28日時点 避難者数約４万人）UGM HP より 

 

 

Merapi プロジェクトにより建設された避難所使用状況（Kepuharjo） 

 

  
写真－4.1 施設全景             写真－4.2 施設内状況 

 

10km 

Shelter Kepuharjo Shelter Jeruk Agung 

Shelter Ngadipuro 

15km 
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写真－4.3 トイレ施設             写真－4.4 援助物資ストック状況 

 

2010 年 11 月 3日時点のプロジェクトで建設された避難所の収容人数は以下のとおり。 

 

表－4.1 プロジェクトで建設した避難所収容人数実績 

施設箇所 収容人数（人） 

Ngadipuro 847 

Jeruk Agung 467 

Kepuharjo 1,958 

合 計 3,272 

（Yec 独自調査：2010 年 11 月 3 日現在） 

 

現在、275,681 人(2010 年 11 月 8 日現在 UGM 集計)が避難生活を強いられており、各地方政

府、軍、警察、赤十字などが対応に当たっている。 

 
図－4.2 避難所位置（2010年 11月 8日 9:00 時点 避難者数:275,681 人）UGM HP より 
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５．現在の課題 
 
1) 土石流のモニタリング 

 
現在、火山活動中であるため、不安定土砂量など不確定な点が多く、今後の火山活動を

注視していくとともに、土石流の発生履歴をモニタリングしていく必要がある。 
 
2) 河床の上昇による災害対策（雨期期間） 

K.Code に見られるような土砂堆積による、河床上昇が生じている。緊急除石が望まし

いが、市街地であること、火山活動が継続中であること、雨期の集中豪雨の発生などが

あり、実作業は困難な状況にある。 
このため、上記モニタリングを実施し、警戒避難の徹底を図り、被害拡大を最小限とす

る対策が必要である。 
 
3) 避難所の運営改善 

噴火活動が長期化する一方、避難民人数は 30 万人に迫っている。今回、プロジェクト

で整備した３施設は、予想を超える噴火活動であったため、活用が継続できなかったが、

今後、長期化を想定した避難所の運営方法について提案する必要がある。 
日本国内の災害時の事例を見ても、水（使用水）、トイレ問題など、日常の常識では課

題とならない問題が顕在化してくることが予想される。 

 

4) 今回の噴火に対する対策計画策定（緊急対策） 

フェーズ３で整備されてきた砂防施設は、マスタープランに基づく施設計画であり、今

回の噴火で発生した不安定土砂量を対象としているものではない。 
このため、新規対策施設の必要性と既存施設の有効な活用をふまえた、緊急対策計画を

早急に検討する必要がある。 
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Main stream of 
Pyroclastic Flow on 

5 Nov. 2010

Figure-1  Conditions of Pyroclastic Flow and Debris Flow

K. Kuning

K. Boyong

K. Krasak

K. Bedog

K. Bebeng

K. Putih

K. Code
K. Boyong BO-C10

K. Bebeng BE-C7

K. Putih PU-C2

Range of pyroclastic flow as of 5 Nov. 2010 was based on  “Peta Aliran
Awan Panas dan Lahar Dingin Gunung Merapi 2010” processed by 
Gadjah Mada University,  Faculty of Geography

K. Gendol GE-C (Plumbon)

K. Kuning KU-C5

(Update : 9 November 2010)

K. Gendol

K. Lamat

K. Senowo

K. Trising

K. Apu

K. Pabelan

Settlement in Sand Pocket
(near WO-C Junut) 

Settlement in Sand Pocket
(near GE-C Jambon) 

Inundation Disaster Hazard Area

火砕流実績

土石流実績

火砕流実績範囲
（2010.11.5 UGM調査)

付図－１ 火砕流・土石流実績（2010年11月9日現在）
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付表―1 Mt.Merapi 噴火経緯概要 （2010年 11月 9日現在） 

年月日※１ 時間※１ 概要※１ 危険度※１ 
（Status） 

危険区域範囲※１ 
（山頂から） 

火砕流※１ 
流下方向 

土石流発生 
（LAHAL DINGING） 被害状況 備考 

2010 年 10 月 25 日 06:00 火山性地震が多発し、火山危険度の最高レベルである「AWAS」

に引き上げられる。 
AWAS 10km 

――― ――― ―――  

2010 年 10 月 26 日 17:02 １回目の火砕流発生。以降、 AWAS 10km K.Gendol  死者：26 名 負傷者：不明  

2010 年 10 月 27 日 --:-- 火山性地震が継続して観測される。 AWAS 10km     

2010 年 10 月 28 日 19:52 ２回目の火砕流発生。 

南東に位置する K.Gendol 方向へ約 1.0km 流下。計３回にわ

たって火砕流が発生した。 

AWAS 10km 

K.Gendol    

2010 年 10 月 29 日 19:23 ３回目の火砕流発生。 

比較的小規模な火砕流であったが、K.Lamat,K.Senowo, 

K.Krasak 方向へ計３３回にわたり火砕流が発生した。 

AWAS 10km 

K.Gendol 

K.Senowo 

K.Krasak 

   

2010 年 10 月 30 日 00:16 ４回目の火砕流発生。 

K.Gendol,K.Kuning,K.Krasak,K.Boyong方向へ２回にわたり

火砕流が発生した。噴火を伴い、噴煙は 3.5km の高さまで達

している。Jogyakarta 市内でも火山灰が観測される。 

AWAS 10km 

K.Gendol 

K.Kuning 

K.Krasak 

K.Boyong 

   

2010 年 10 月 31 日 14:28 ５回目の火砕流発生。 

K.Gendol,K.Lamat,K.Senowo,K.Apu へ 火 砕 流 が 流 下 。

K.Senowo には山頂より 2km 下流まで火砕流が達している。 
AWAS 10km 

K.Gendol 

K.Lamat 

K.Senowo 

K.Apu 

   

2010 年 11 月 1 日 10:03 ６回目の火砕流発生。 

７回にわたり K.Gendol,K.Woro へ火砕流が流下し、山頂より

4km 下流まで火砕流が到達した。 

AWAS 10km 

K.Gendol 

K.Woro 

   

2010 年 11 月 2 日 06:06 ７回目の火砕流発生。 

26回にわたりK.Gendolへ火砕流が流下し、山頂より最大4km

下流まで火砕流が達した。 

AWAS 10km 

K.Gendol    

2010 年 11 月 3 日 14:00 ８回目の火砕流が発生。 

中でも 15:01 に起きた火砕流は非常に大きく、山頂から 9km

下流まで火砕流が達した。 

AWAS 15km 

K.Gendol    

2010 年 11 月 4 日 ―― 11 月 3 日から断続的に爆発的噴火が続き、火砕流が発生。 

AWAS 15km 

K.Gendol を中心

に広範囲に発生

流下 

   

2010 年 11 月 5 日 ―― 11 月 3 日から断続的に爆発的噴火が続き、火砕流が発生。

中でも K.Gendol は山頂より 17km 付近まで火砕流が到達し

た。南西方向へ大量の火山灰降灰が観測された。また、数河

川で土石流が発生。 

AWAS 20km 

K.Gendol を中心

に広範囲に発生

流下 

K.Putih(到達 20km 以上) 

K.Krasak(到達 20km 以上) 

K.Boyong～K.Code 

（到達距離 25km 以上） 

K.Kunin(到達 15km 以上) 

・死者：69 名 負傷者：160 名以上 

・ 河床上昇による氾濫被害（K.Code） 

・ 火山灰降灰による人的被害、交通機関障害が

発生。農作物への影響も懸念される。 

 

2010 年 11 月 6 日 ―― 11 月 3 日から断続的に爆発的噴火が続き、火砕流が発生。 

AWAS 20km 

K.Gendol を中心

に広範囲に発生

流下 

断続的に土石流が発生   

2010 年 11 月 7 日 ―― 11 月 3 日から断続的に爆発的噴火が続き、火砕流が発生。 

AWAS 20km 

K.Woro 

K.Gendol 

K.Senowo 

K.Apu 

断続的に土石流が発生   

2010 年 11 月 8 日 ―― 11 月 3 日から断続的に爆発的噴火が続き、火砕流が発生。 

AWAS 20km 

K.Gendol を中心

に広範囲に発生

流下 

ほぼ全河川で土石流が観測

された。 

  

   

  

  2010 年 11 月 7 日現在 
死亡者  ：   135 名 (2010.11.7 BPBN2010) 
負傷者  ：  411 名 (2010.11.7 BPBN2010) 
避難民人数：275,681 名 (2010.11.8 UGM) 

 

※１ BPPTK（Balai Penyelidikan dan Pengembangan Teknologi Kegunungapian）公式発表を要約。 
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